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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本配電制御システム工業会（JSIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添え

て日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正し

た日本産業規格である。これによって，JIS C 8480:2016 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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キャビネット形分電盤 

Cabinet type distribution board 

 

1 適用範囲 

この規格は，需要家が構内に電気を分配するために用いる，主に電気設備技術の熟練者及び技能者が取

り扱う分電盤であって，定格電圧 600 V（対地電圧 300 V）以下，定格周波数 50 Hz 又は 60 Hz，定格短時

間耐電流 35 kA 以下及び基準定格電流 630 A 以下のもの，又は直流 125 V 以下及び基準定格電流 200 A 以

下の電路に用いるキャビネット形分電盤（以下，分電盤という。）について規定する。ただし，住宅用分電

盤には適用しない。 

注記 熟練者及び技能者については，JIS C 60364-5-51 参照。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コード） 

JIS C 1302 絶縁抵抗計 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 3307 600 V ビニル絶縁電線（IV） 

JIS C 3316 電気機器用ビニル絶縁電線 

JIS C 3317 600 V 二種ビニル絶縁電線（HIV） 

JIS C 3612 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 

JIS C 8201-2-1 低圧開閉装置及び制御装置－第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮断器及びその他の遮断

器） 

JIS C 8201-2-2 低圧開閉装置及び制御装置－第 2-2 部：漏電遮断器 

JIS C 60664-1 低電圧電力システム内装置用絶縁協調－第 1 部：基本原則，要求事項及び試験 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

キャビネット形分電盤 


